
区の繁栄・区民の幸願い豊年祭

具商・商業実務競技大会４部門で
九州＆全国大会出場へ

市青少年市民育成会議再スタート
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　５月２８日（日）市豊原自治会（与儀盛功会長）では、
６０周年を迎える豊年祭「クシィユクヮーシー」（腰を休め
る）が盛大に開催されました。
　字内の御嶽で豊作祈願を行った後、グラウンド・ゴルフ
やスリーオン・スリーなどたくさんのスポーツイベントを企
画、３００名余の区民が参加し祭を盛り上げました。

　本市具志川中学校２年生の山入端未有さんが４月30
日に行われた全大阪オープン珠算選手権大会中学生以
下の部で、みごと総合優勝の栄冠に輝きました。また、同
大会の小中読上暗算の部でも前大会覇者の仲尾勇亮く
んも1位になりました。
　それをうけてうるま市から5月25日青少年特別賞が授与
され、家族や教育関係者ともに喜びを分かち合いました。

　野原勝氏が5月臨時議
会において、議会の満場
一致で、昨年度に続いて
市教育委員として再任さ
れ、６月７日知念市長から
委嘱状が交付されました。
任期は４年間。
　知念市長が「教育には多くの課題があります
が、子ども達のためにお力添えください」と激励。
　野原勝氏は「中高一環教育が行われる与勝
地域は、教育環境も大きく変化すると思います
が、子ども達のため頑張っていきたい」と決意を
新たにしていました。

　６月４日開催された第４４回県高等学校商業実務競技
大会の簿記、ワープロ、情報処理等の競技６部門中４部
門で好成績をおさめた、具志川商業高校の生徒や学校関
係者が６月８日市役所に九州・全国大会への派遣報告
へ訪れました。
　報告を受けた知念市長は「九州・全国大会でも、力を
発揮して好成績を残してください」と激励。
　生徒たちも「7月に行われる九州・全国（東京）大会で
は練習してきた成果を発揮し、具商の名が残せるよう頑張
りたい」と決意表明しました。
■（各部競技の個人・団体の九州・全国大会出場は次
のとおり）
○簿記の部（個人・全国大会へ）金城聖来○ワープロの
部（速度・団体・九州大会へ）名嘉真詩織、伊礼卓矢、
田村壮○同競技（技能・団体・九州大会へ）照屋達造、
金城行浩、安慶名雄介○情報処理の部（個人・全国大
会へ）天野  陽

　５月３１日、うるま市青少年育成市民会議（眞榮平克雄
会長）総会が与那城地区公民館で開催されました。
　市町合併と同時に設立した市民会議は、組織結成の
準備期間として、旧2市 2町ごとの活動を実施してきまし
たが、今後の活動充実・拡大の観点から本年度、統合す
ることになり、新たにスタートすることになりました。
　総会では、行政機関・青少年育成団体・各種団体や
個人・企業などから多数の関係者が参加し、4議案につ
いて活発な意見がなされ、新会長には、石川支部長の伊
波秀雄氏が選任されました。

まちのイベントや地域の話題をお届けします。
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▲次回の活躍も期待される山入端未有さん（右）と仲尾勇亮くん（左）

▲九州・全国大会出場報告に訪れた具商の生徒と関係者

▲再スタートした青少年健全育成会議の定例総会

▲村神へ豊年祈願 ▲地域のお年寄りらもグラウンド
　ゴルフ等を楽しむ

許せない！ 不法投棄
３００人の地域住民・
 市職員が清掃作業

子ども達守る・地域パトロール隊結成

伝統の心・織りの技法は
私たちが受け継ぎます

　市指定文化財「伊波メンサー織」の後継者育成講習会
の修了式が５月２６日、石川伊波にある伊波メンサー織作
業所で行われました。３年間の講習を終えた長岡晶子さ
ん、上地きみ子さん、伊波清美さんの３人に修了証書が授
与されました。
指導にあたっている技能保持者の伊波貞子さんは「体得し
た技法は、皆さん１人のものではなく、子や孫にも受け継いで
行ってほしい」と後継者育成の重要さを語ってくれました。

　「みんなが捨てているから捨てる」「誰も見ていな
いから捨てる」･･･。そんな無責任な行動により、
市内のいたるところでゴミが散乱しています。
　左の写真をご覧ください。字昆布の私有地に家
電やタイヤなどのゴミが不法に投棄され、市道に沿
って約１５０メートルにも渡り蓄積。現場には警告
のための看板が設置されていますが、そのすぐ側か
らゴミ山が広がっています。
　６月１１日の「市環境美化の日」に市民、近隣企
業、市職員など３００人余りのボランティアが参加し
て悪天候の中、撤去作業が行われました。不法投
棄されたゴミの処理費用は、私たちの大切な税金
によって賄われます。

　地域の子ども達を事件・事故から守ろうと南風原地区コミュ
ニティ供用施設建設工事の業者等で組織した「南風原地区地
域防犯パトロール隊」の結成出発式が、うるま警察署や南原小
児童、住民らが集い勝連南風原ふれあいパークで行われました。
　児童らが防犯意識を高める「イカのおすしダンス」を披露。児
童を代表して上江洲清輝くんが「地域の方が僕たちを事件・事
故から守ってくれるのでうれしいです」とお礼を述べました。　
　パトロール隊にはうるま署南風原駐在所から腕章が手渡され
ました。また隊長の松田司さんが決意表明し、パトロール隊と
署員らが最初のパトロールに出発しました。活動は１１月３０日
まで実施され、その後地域住民らに引き継がれます。

▲不法投棄で出来たゴミの山、でも皆の力を合わせゴミの山を撤去・もう捨てるな！！

▲伝統の織！伊波メンサー講習を終え修了証を手に笑顔の上地きみ子さん、
　伊波貞子さん、長岡昌子さん、伊波清美さん（右から）
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～伊波メンサー織講習会修了式～

▲南風原地区コミュニティ供
用施設建設工事業者で組
織された地域パトロール隊

防犯の歌・イカの　
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